
宗　学　院　年　表

院

長

主

事

講
義
室

大正
１３

年度
11 宗学院創設（19日)

１４

１５

昭和
２

年度

３

４

4 論輯第1輯発刊

５

６

７

８ 真宗聖教調査はじまる。

９

3 創立以来の講師 財団主事 花円映澄氏逝去

１０

6 藤永清徹氏主事就任。三上氏財団の主事となる。
5.7 真宗聖教調査（多田村、光遍寺・木津、願船寺・平野、慧光寺・中河内、三ヶ寺、
奈良県北葛城郡、吉野郡地方、三河地方）。
11 奈良奥山めぐり 院長杉湯次講師以下13名。
2 相談会 本院卒専用輪袈裟制度。
3 真宗聖教調査（金ヶ森、善立寺・打越、真光寺・他和歌山方面）

１１

7 杉講師渡欧送別会（桃園亭24名参集）
10 杉講師赤露独逸に関する見聞談。
10～11 真俗二諦の研究会
12 真宗聖教調査（尼ヶ崎、妙光寺、三重県数ヶ寺。）

１２

退

　

4 日下和上病気のため辞せらる。
12『真宗聖教現存目録第一輯』『本典研鐉集記』単行本として発刊。
　　　　　　　　5 卒業生、新入生歓送迎会
此頃毎年　　9 論輯編集委員会　　　　　　　 を開く。
              　11/19  報恩講
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宗　学　院　年　表

院

長

主

事

講
義
室

昭和
１３

年度

6 論集執筆者に謝礼を渡す。蔵書印新調。
8 紙代の暴騰と国策に順応するため、論輯の紙数50頁分の減頁する。
9 毎月15日逮夜16日日中の両度院生は素絹畳袈裟にて参拝することに決定する。
10 1日旅行。橿原神宮、修徳学院、磯長御廟。
12 鼓音会発足会費1円。
2 山根老人逝去。

１４

6 第2回鼓音会。杉和上“真宗学の将来”講話。
11 月輪教授1週2時間大経梵本蔵本についての講義はじめる。安楽集研究特集。
（論輯No.31）
3 雲山和上宗学院専任で1週8時間の講義をはじめる。

１５

退
職 9 臨時講座 山内晋卿和上。月輪和上の指導によって、大経諸譯対照本の製作をは

じめる。善導大師研究号（論輯No.32）
3 大谷派宗学院々生諸氏を招待して、懇談会を開く。

１６

足
利
瑞
義

龍
大

5 図書館講堂にて15年度卒業式を行う。この年より卒業証書を廃止する。
6 大谷派宗学院に招かれる。柏原祐義・藤永両主事、両派の殻を超えて真宗学を研
鑽協力することを約束する。
10 鼓音会。足利・雲山・湯次三和上の古稀記念謝恩会を催す。
12 東西宗学院の宗学懇談会。大派10名当方15名。
1 曇鸞大師研究特輯号（No.35）鸞師滅後1400年。

１７
5 本山転輪蔵を見学。
6 東西宗学懇談会（大谷派当番）
7 月輪和上渡支される。花田和上古稀記念謝恩会

１８
9 入院者受付
11 報恩講（赤飯供養あり）

１９
5 18年度卒業式 追悼会 新旧院長歓送迎会（図書館講堂）
10　羽溪院長就任

２０

羽
溪
了
諦

4 卒業式
5 特別講義“組織神学”大塚同大教授。
10～21/3 普賢講師（真宗教学の根本問題）神子上講師（浄土教理史）

２１ 10 入院者受付

２２
5～3 高千穂講師、桐溪講師（二巻抄）
10 卒業式

２３
本典（大江講師）畧典（桐溪講師）の講義が週一度行われる以外には研究発表も論
集の発行もなかった時代。

２４ 10 卒業式

２５
10 報恩講
11 神子上講師（論註）
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宗　学　院　年　表

院

長

主

事

講
義
室

昭和
２６

年度

10 桐溪主事→神子上主事
12 神子上主事の努力により、図書館会議室にて研究発表を復活。ガリ版印刷の論集
「宗学院研究発表要旨」を発行する。

２７ 10 報恩講、卒業式、謝恩送別会（於駅前東美濃詰所）

２８
11 本館講堂で報恩講を営む。
12 図書館会議室で研究発表会を開催。

２９
11 報恩講並に研究発表会。
2 卒業式並に送別会、謝恩会

３０
10 日本仏教学会に参加。
11 報恩講並びに是山和上二十五回忌追悼法要勤修、研究発表会。
2 卒業式、送別会、謝恩会（於緑風荘）

３１
毎週木曜日講義　大経梵・蔵・漢・和対照講本作製
11 報恩講、研究発表会
3 卒業式、送別会（於長谷川本館）

３２
11 報恩講、研究発表会。
3 卒業式

３３
11 報恩講、研究発表会。
3 卒業式、謝恩会。

３４
11 報恩講、研究発表会。
3 卒業式。

３５
11 報恩講、研究発表会。
3 卒業式。

３６

増
山
顕
珠

5 講義開始　毎週木曜日　於竜大図書館三階大学院演習室。
9 院生座談会開催。真宗学研究財団経営補助願を本山総局に申請。
11 報恩講、研究発表会。
3 卒業式。

３７
4 新入院生に本山より辞令発令する。
11 報恩講及び研究発表。
3 卒業式4名卒。

３８
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遵

（
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）

5 大原講師渡米
11 宗学院運営資金勧募1口1,000円。宗学院大会、報恩講、研究発表会。是山和上
33回忌。並歴代講師、同窓物故者追悼法要。記念講演“本典の基本問題”大江淳誠
氏。“本典研鑽集記の思い出”神子上恵龍氏。記念撮影。同窓会結成、会費1,000
円。懇親会（緑風荘40名）
3 卒業式2名「宗学院研究紀要」と名づけタイプ印刷の論集を発行。
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宗　学　院　年　表

院

長

主

事

講
義
室

昭和
３９

年度

4 「西方指南抄の研究」代表月輪講師。75,000円を本山より補助うける。
5 大原講師ハワイ開教総長として出発。
12 報恩講及び研究発表。「真宗教学の基礎的研究」代表大江淳誠講師70,000円本
山補助。
3 卒業式、謝恩会（東華菜館）

４０
11 『宗学院論集』第37号復刊発行。報恩講研究発表会。
3 卒業式。卒業証書授与者3名。

４１
12 「創価学会の研究」代表月輪講師。研究資金却下される。郵政省より学術研究誌
として登録をうける。
2 報恩講、謝恩会を催す。

４２
7 「親鸞聖人の和讃研究」代表宮崎講師。50,000円本山補助。
12 報恩講及び研究発表会。
3 卒業式3名、報恩会（迎賓閣）

４３

5 宗学院懇親会（ハマムラ）
6 宗学院研究会。大原元講師“真宗学の研究について”
7 「親鸞書簡の総合研究」代表宮崎講師。50,000円補助。
10 第2回宗学院研究会佐藤哲英先生。“真宗聖教の取り扱い方”
12 報恩講及び研究発表会。
3 卒業式3名。謝恩会（松嵐居）増山院長逝去。

４４

7 第3回宗学院研究会。大原勧学“三業惑乱の思想的背景と現代宗学への影響”
8 月輪講師逝去。
10 特別講義佐藤哲英師“二諦論の研究”。『本典研鑽集記』再版。第4回宗学院研究
会高雄寮頭。
11 特別講義佐藤勧学“竜樹の二諦説”について。
12 報恩講及び研究発表会。
3 卒業式5名、謝恩会（迎賓閣）14名。

４５

佐
藤
哲
英

高
橋
隆
真

4 佐藤講師辞令発令。
6 新入生歓迎会（緑風荘）
12 報恩講及び研究発表会。
3 卒業式5名、謝恩会（迎賓閣）

４６

5 新入生歓迎会（森幸）理事、評議会。
12　報恩講。
2 研究発表会。
3 卒業式3名、謝恩会（対嵐坊）

４７

6　新入生歓迎会（北斉）、理事、評議員会。
10 宗学院専門委員会（津村別院）。
12 報恩講及び研究発表会。
3 卒業式5名、謝恩会（迎賓閣）14名。

４８

　
　
　
　
　
普
賢
大
円

4 宗学院講師発令。普賢勧学「玄義分」神子上勧学「往生論註」。
5　理事会評議員会。補助金200万円に倍増。新入生10名歓迎会（対嵐坊）。
10 宗学院聖跡巡拝（史学学術調査旅行。）宮崎講師指導　三河方面1泊2日12名。
同窓会23名（東山道楽）同窓会名簿発行。
12 報恩講・研究発表会
2 宗学院長の印鑑寄贈される。
3 卒業式3名、謝恩会（緑風荘）13名。
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宗　学　院　年　表

院

長

主

事

講
義
室

昭和
４９

年度

（
観
経
四
帖
疏

）

4 週火水の6講時となる。
5 講師、院生懇談会。新入生歓迎会（太田新館）
7　図書の贈入及び寄贈受付をはじめる。
9 「善導大師の研究」代表普賢講師。
10 第2回宗学院旅行。宮崎講師他11名。滋賀福井地方。本山の宝蔵を拝観。
11 宗学院図書の充実をはかるため1口5,000円の寄附を依頼。
1 大江講師の教行信証講義録（テープ）を論集42号より掲載。
3 卒業式6名謝恩会（二伝）

５０

4 宗学院規定改正。従来の院生を研究生と改め、研究生の外に研究員が置かれる。
5 講師と研究生懇談会。新歓（木のぶ）23名。
7 「曇鸞教学の研究」神子上講師代表。
10 第3回研修旅行（奈良県、当麻、今井、宇陀、吉野方面宮崎講師他16名）
1 普賢講師逝去。
3 卒業式、謝恩会（緑風荘）

５１

4　新歓。懇談会。
6 理事、評議会。本年より印度学仏教学会の発表者に補助金を出す。「親鸞聖人の
思想史的研究」宮崎講師代表。
10 第4回聖跡調査旅行。関東地方。
3　卒業式5名、謝恩会（銀閣）

５２

4 新歓。懇談会20名。
6 理事、評議会。源信和尚の研究。代表佐藤講師100,000円本山補助金。
10 研修旅行。直江津、長野方面宮崎講師他9名。
　　宗学院特別講義宮地廓慧勧学“縁起について”
　　特別講義。石田充之勧学“西鎮教義について”
3 卒業式、謝恩会（銀閣）宗学院。

５３

5 新歓。「真宗教学史の基礎的研究」代表大原講師。
6 理事、評議会。
9 講義室に院長揮毫「専修正道」を挙げる。
10 研修旅行（広島、島根方面宮崎講師他14名）。特別講義、小笠原勧学“中国浄土
教について”、武邑尚邦勧学“業について”
3 卒業式3名、謝恩会（銀閣）

５４

4 大原講師逝去。
6 大江院長米寿祝賀会。特別実習安居会読指導、神子上講師。
10 研修旅行大分県国東方面。「聖徳太子の研究」代表神子上講師。
2 宗学院50周年記念行事計画、卒業式3名、謝恩会（長谷川別館）。「真宗における
本尊の研究」代表宮崎講師。

５５

4　新歓。懇談会。（講義室）
6 安居会読指導、神子上講師。
7 本学にて印度学仏教学学術大会。9名発表。
10 50周年記念行事。

本
願
寺
会
館
三
階
宗
学
院
教
室

（
観
心
略
要
集

）
（
観
経
疏
妙
宗
抄

（
天
台
四
教
儀

）
（
叡
山
浄
土
教

）
日
野
振
作

大
江
淳
誠

大
江
淳
誠

（
教
行
信
証
講
読

）

神
子
上
恵
龍

（
往
生
論
註

）
（
選
択
集

）

 
大
原
性
実

（
和
語
聖
教
の
研
究

）

（
法
流
故
実

）
（
真
宗
文
化
史

）

講

師

4


